
平
成
１７
年
（
２
０
０
５
年
）
度
の
各
会
計
の
決
算
は
、
一
般

会
計
が
単
年
度
収
支
で
は
３
２
３
７
万
円
の
赤
字
、
９
特
別
会

計
の
総
計
は
３
億
１
５
５
２
万
円
の
黒
字
で
す
。
ま
た
、
事
業

会
計
は
水
道
が
４
億
３
万
円
の
黒
字
、
病
院
が
３
億
９
４
６
６

万
円
の
赤
字
で
す
。

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
算
を
閉
会
中
に
特
別
委
員
会
で

審
査
し
、
１２
月
定
例
会
の
初
日
に
認
定
し
ま
し
た
（
一
般
会
計

は
賛
成
多
数
で
認
定
）。
審
査
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
委
員
会
の
会
議
録
は
市
役
所
の
情
報
公
開
課
を
始

め
、
図
書
館
に
備
え
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
御
覧

に
な
れ
ま
す
。

����������������

����������������

一
般
会
計

自
転
車
駐
車
場
の
電
話
使
用
料

具
体
的
な
使
途
は

（
民
主
市
民
連
合
）

問
本
市
で
は
、
年
間
約
１８
億
円

の
光
熱
水
費
、
電
話
使
用
料
等
を
使

用
し
て
お
り
、
そ
の
執
行
に
は
創
意

工
夫
が
必
要
で
あ
る
が
、
自
転
車
駐

車
場
に
お
け
る
電
話
使
用
料
約

２
７
０
万
円
の
具
体
的
な
使
途
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
建
設
緑
化
部

市
内
に
３０
か

所
の
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
特
に
電
話
使
用
料

が
高
い
所
は
、
阪
急
山
田
駅
周
辺
の

３
か
所
及
び
豊
津
駅
周
辺
の
３
か
所

の
自
転
車
駐
車
場
で
、
人
件
費
の
縮

減
と
防
犯
上
の
必
要
性
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
防
犯
カ
メ
ラ
や
自
動
管
理
ゲ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
お
り
、
通

信
機
器
を
使
っ
て
遠
隔
監
視
を
し
て

い
る
た
め
、
電
話
使
用
料
が
多
く
掛

か
っ
て
い
る
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
参
加
条
例
の
制
定
は

（
日
本
共
産
党
）

問
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

が
各
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
民
参
加
を
明
確
に
保
障
す
る
よ
う

な
体
制
は
構
築
で
き
て
い
な
い
。
以

前
に
検
討
し
て
い
た（
仮
称
）市
民
参

加
条
例
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
助
役

地
域
の
民
主
的
な
ル

ー
ル
を
尊
重
し
、
地
域
と
の
協
働
を

深
め
な
が
ら
地
域
自
治
を
確
立
し
て

い
く
こ
と
が
、
将
来
的
に
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

条
例
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
か
ら
一

方
的
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に
職
員
が
出
向
き
、
相
互
理
解

を
深
め
、
地
域
の
ル
ー
ル
を
熟
成
・

発
展
さ
せ
て
い
く
中
で
、
将
来
に
お

い
て
、
そ
の
ル
ー
ル
を
規
範
化
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
考
え
に
至

っ
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
生
資
源
等
売
却
代

増
加
の
理
由
を
聞
く

（
自
由
民
主
党
）

問
再
生
資
源
等
売
却
代
に
つ
い

て
は
、
平
成
１６
年（
２
０
０
４
年
）度

は
２
０
０
０
万
円
弱
の
金
額
で
あ
っ

た
が
、
平
成
１７
年（
２
０
０
５
年
）度

は
２
倍
以
上
の
４
４
０
０
万
円
と
い

う
金
額
に
増
加
し
て
い
る
。
市
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
た
の

か
、
そ
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

答
環
境
部

平
成
１６
年
（
２
０

０
４
年
）度
と
平
成
１７
年（
２
０
０
５

年
）
度
の
再
生
資
源
等
売
却
代
の
金

額
の
差
額
約
２
４
５
０
万
円
の
主
な

内
訳
は
、
資
源
有
価
物
で
あ
る
鉄
の

売
却
単
価
が
約
４０
倍
に
上
が
っ
た
こ

と
に
よ
る
増
収
分
約
１
５
７
０
万
円

と
本
市
が
拠
点
回
収
し
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
売
却
を
平
成
１７
年（
２

０
０
５
年
）
度
か
ら
始
め
た
こ
と
に

よ
る
増
収
分
約
８
７
０
万
円
で
あ
る
。
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特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

早
期
に
廃
止
せ
よ

（
公

明

党
）

問
こ
れ
ま
で
何
度
も
指
摘
し
て

き
た
が
、
現
在
の
特
殊
勤
務
手
当
に

つ
い
て
は
、
特
殊
な
勤
務
に
従
事
し

た
際
に
支
給
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
他
市
で
も
廃
止
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
中
、
本
市
も
早
期
廃
止
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
総
務
部

本
市
の
特
殊
勤
務

手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
年
）
に
３７
項
目
か
ら
現

在
の
１６
項
目
に
大
幅
な
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
年
末
年
始

勤
務
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
市
税
等
事

務
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
、
来
年

４
月
１
日
か
ら
の
廃
止
に
向
け
、
関

係
団
体
と
協
議
し
て
い
る
が
、
今
後

も
不
合
理
な
、
市
民
に
理
解
が
得
ら

れ
な
い
手
当
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

検
討
し
、
見
直
し
て
い
き
た
い
。

図
書
の
紛
失
防
止

積
極
的
に
取
り
組
め

（
市
民
リ
ベ
ラ
ル
）

問
本
市
の
市
民
一
人
当
た
り
の

図
書
費
は
２
０
２
円
で
あ
り
、
北
摂

の
他
市
と
比
べ
て
も
低
額
で
あ
る
。

図
書
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
要
望
に

と
ど
め
て
お
く
が
、
図
書
の
紛
失
防

止
に
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
社
会
教
育
部

図
書
館
で
は
、

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、毎
年
、古

く
な
っ
た
図
書
や
複
数
あ
る
図
書
を

学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
て

市
長
交
際
費
の
支
出

基
準
の
作
成
と
情
報
公
開
を

（
す
い
た
市
民
自
治
）

問

け
い
ち
ょ
う

市
長
交
際
費
か
ら
の
慶
弔

費
や
賛
助
金
な
ど
の
支
出
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
指
摘
を
し
た
が
、
支
出
の

基
準
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
支
出
内
容
は
も
っ
と

詳
し
く
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長
室

支
出
の
基
準
を
作

成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
に
検

討
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
長
交
際
費
の
支
出
内
容

を
、
今
よ
り
も
っ
と
詳
細
に
公
開
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
長

交
際
費
の
執
行
状
況
を
、
慶
弔
費
、

賛
助
費
、
参
加
費
等
の
５
項
目
の
支

出
内
容
に
分
け
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
毎
月
公
開
し
て
い
る
が
、
個
人

情
報
の
保
護
と
い
う
観
点
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
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お
り
、紛
失
分
を
含
め
る
と
、年
間
約

２
万
冊
、
金
額
に
し
て
約
４
０
０
０

万
円
の
図
書
を
処
分
し
て
い
る
。

図
書
の
紛
失
に
つ
い
て
は
、
職
員

が
館
内
を
見
回
り
、
防
止
を
図
っ
て

い
る
が
、
現
在
、
ブ
ッ
ク
デ
ィ
テ
ィ

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
貸
出
手
続
確

認
装
置
）
の
設
置
に
向
け
て
関
係
部

局
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
受
給
者
の
入
院
助
産

助
産
施
設
の
増
加
を
図
れ

（
民
主
市
民
連
合
）

問
生
活
保
護
受
給
者
が
入
院
助

産
を
受
け
ら
れ
る
助
産
施
設
は
、
市

内
に
は
済
生
会
吹
田
病
院
と
吹
田
市

民
病
院
の
２
か
所
し
か
な
い
と
聞
く

が
、
市
民
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
、

南
千
里
の
済
生
会
千
里
病
院
等
で
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
児
童
部

児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
助
産
施
設
制
度
の
指
定
を
受
け

て
い
る
二
つ
の
病
院
は
、
い
ず
れ
も

市
域
の
南
部
に
あ
り
、
地
理
的
な
バ

ラ
ン
ス
は
悪
い
と
認
識
し
て
い
る
。

北
部
地
域
で
の
指
定
の
場
合
、
済
生

会
千
里
病
院
が
考
え
ら
れ
る
が
、
指

定
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
上

で
大
阪
府
へ
の
届
出
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
一
度
、
内
部
で
調
査
し
、
同

病
院
に
対
し
て
指
定
へ
向
け
た
働
き

掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。

中

学

校

給

食

早

期

に

実

施

を

（
日
本
共
産
党
）

問
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

平
成
１６
年
（
２
０
０
４
年
）
１２
月
に

小
・
中
学
校
給
食
検
討
会
議
か
ら
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
（
外
注
弁
当
給
食
）

又
は
食
堂
方
式
を
含

め
、弁
当
、購
買
の
パ

ン
等
か
ら
生
徒
自
身

が
自
由
に
選
択
で
き

る
選
択
制
を
検
討
す

べ
き
と
の
提
言
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、今

後
、ど
の
よ
う
に
実

施
す
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部

検
討
会
議
の
提
言

を
受
け
、
検
討
を
行

っ
て
き
た
が
、
財
政
状
況
を
考
え
れ

ば
、
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
が
適
切
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
栄

養
士
の
確
保
や
配
膳
室
設
備
の
整
備

な
ど
、
給
食
調
理
以
外
は
教
育
委
員

会
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
と
い

う
観
点
で
検
討
を
進
め
て
お
り
、
早

期
に
教
育
委
員
会
で
結
論
を
出
し
、

市
長
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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病
院
会
計

女
性
総
合
外
来
受
診
者
の
減
少

シ
ス
テ
ム
の
立
て
直
し
を

（
公

明

党
）

問
女
性
総
合
外
来
に
つ
い
て
、

昨
年
度
か
ら
、
最
初
に
看
護
師
長
が

電
話
で
受
付
及
び
問
診
、
相
談
を
行

う
よ
う
に
し
た
結
果
、
受
診
者
が
い

な
く
な
っ
た
。
現
行
の
シ
ス
テ
ム
は

立
て
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
民
病
院

女
性
総
合
外
来

で
は
、
診
察
だ
け
で
治
療
が
受
け
ら

れ
ず
、
再
度
診
療
科
へ
行
く
必
要
が

あ
る
と
の
不
満
の
声
が
患
者
様
か
ら

出
た
た
め
、現
在
、電
話
で
受
付
し
、

直
接
診
療
科
に
受
診
し
た
方
が
い
い

と
判
断
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
説

明
し
、
納
得
し
て
直
接
診
療
科
に
行

か
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
。

診
察
か
ら
治
療
ま
で
女
性
医
師
が

行
う
の
が
望
ま
し
い
が
、
医
師
の
確

保
が
困
難
な
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

全
国
一
の
が
ん
死
亡
率

肺
が
ん
検
診
の
取
組
は

（
自
由
民
主
党
）

問
大
阪
府
は
、
が
ん
死
亡
率
が

全
国
で
一
番
高
く
、
中
で
も
肺
が
ん

は
死
亡
者
数
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
本

市
で
の
検
診
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

答
市
民
病
院

人
間
ド
ッ
ク
の

中
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
肺
が
ん
検

査
が
あ
り
、
希
望
者
に
対
し
、
胸
部

か
く
た
ん

し
ゅ
よ
う

Ｃ
Ｔ
や
喀
痰
検
査
、
腫
瘍
マ
ー
カ

ー
な
ど
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

問
大
阪
が
ん
予
防
検
診
セ
ン
タ

ー
で
は
、
昨
年
Ｃ
Ｔ
検
診
車
を
導
入

し
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
同

現
在
、
詳
し
い
情
報
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
医
療
現
場
を

預
か
る
病
院
と
し
て
は
、
検
診
の
分

野
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、今
後
、十

分
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

水
道
会
計

水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
へ
の
発
注

再
委
託
の
状
況
を
聞
く

（
日
本
共
産
党
）

問
路
面
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、

全
件
数
の
９
割
以
上
を
水
道
サ
ー
ビ

ス
公
社
に
発
注
し
て
い
る
が
、
同
公

社
は
そ
の
う
ち
何
割
を
再
委
託
し
、

委
託
先
に
幾
ら
支
払
っ
て
い
る
の
か
。

答
水
道
部

水
道
サ
ー
ビ
ス
公

社
は
、
本
市
か
ら
受
注
し
た
路
面
復

旧
工
事
を
す
べ
て
同
一
業
者
に
再
委

託
し
て
お
り
、
材
料
費
等
を
除
く
労

賃
と
し
て
、
昨
年
度
は
約
４
６
９
０

万
円
、
過
去
８
年
間
で
は
約
８
億

８
１
６
０
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

市
内
に
点
在
す
る
工
事
に
対
応
す

る
た
め
、
機
動
力
が
あ
り
、
現
場
に

精
通
す
る
同
公
社
に
委
託
し
て
き
た

が
、
今
後
、
同
公
社
の
在
り
方
を
含

め
て
議
論
し
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

運
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
て

実
現
策
の
検
討
状
況
は

（
民
主
市
民
連
合
）

問
水
道
の
運
営
基
盤
の
強
化
と

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
実
現
す
る

た
め
、
具
体
的
な
方
策
例
が
厚
生
労

働
省
か
ら
示
さ
れ
た
が
、
本
市
で
の

検
討
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
水
道
部

既
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
策
と
し
て
、
水
道
モ
ニ
タ
ー

制
度
と
、
中
期
経
営
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
が
あ
る
。さ
ら
に
、部
内
で
職
員

研
修
制
度
の
見
直
し
を
議
論
し
て
い

る
ほ
か
、職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
、

部
門
別
の
職
員
か
ら
の
政
策
提
言
と

い
う
形
で
、
中
期
経
営
計
画
案
や
今

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
第
三
者
機
関
等
に
よ
る
公

正
な
業
務
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
必
要
な
資

料
を
提
供
し
、
活
発
に
議
論
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

山山田田駅駅東東ににああるる自自転転車車駐駐車車場場のの
自自動動管管理理ゲゲーートト

市市役役所所２２階階のの市市税税窓窓口口

市市役役所所２２階階のの再再生生資資源源集集積積所所

パパンンをを買買うう生生徒徒たたちち（（片片山山中中学学校校））

CCTTにによよるる肺肺ががんん検検査査
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